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■研究概要
医療人-患者間の信頼関係を築くことは、医療面接の重要な目的の一つ

である。信頼関係の構築には、“共感的態度“が重要である。 

  共感的態度は、患者さんとのコミュニケーションの中で示される。コミュニ 

ケーションは言語、非言語で行われるが、コミュニケーションの約70%が

非言語的と言われている。つまり、共感的態度を効率的に示すためには、

非言語的なアプローチを発達させることが必須と言える。しかし、 “共感的

態度“の定量的評価が難しいこともあり、非言語的な共感的態度を指導す

ることは容易ではない。

 そこで、 AI（人工知能）やDeep Learning（深層学習）を利用した学習者の 

表情分析による共感的態度の定量化ツールの開発を目指している。 

■応用展開・共同研究テーマ例

• 装置やプログラムの共同研究・開発

• 一般企業での接遇実習への応用的展開も可能と思われる。
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研究シーズ

－ AIやDeep Learningを利用した教育ツールの開発 － 

■研究者からのお願い（ニーズ）

• 上記テーマに関心を持ち、一緒に進めてくれる企業と開発したい。

• 将来的には、上記技術をOSCE（Objective Structured Clinical
Examination;オスキー）（客観的臨床能力試験）へ応用することなど、AIを
応用した医学教育ツールを共同で開発したい。

CCDカメラなど 

模擬患者さん
ビデオ教材など

学習者

（例；医学生、研修
医、看護師、新人

研修生など）

表情分析による共感的態度の定量化
ツールの応用例

１．模擬患者さんや動画教材などで、感
情（怒り、悲しみ、驚きなど）を含んだ表
情を提示する。

２．その表情に対して、学習者も何かしら
の表情を提示する。

３．両者の表情の変化を動画撮影し、表
情分析を行う。

４．両者の表情変化の時間のずれ、表情
の組み合わせの適切さ等を、表情分析
により評価し、フィードバックする

例１．模擬患者さん：怒り、学習者；無
表情 → 不適切、 
例２．模擬患者さん：悲しみ、学習者；
悲しみ → 適切  
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